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１．英彦山宿坊ホテルの事業計画について



英彦⼭分散型宿坊ホテル
事業計画書

本 事 業 の ゴ ー ル

⽂化財の収益化
持続的な継承

⾨前町の活性化

修験⽂化の継承

（SPCによる不動産活⽤）

（DMOによる観光の産業化）

（次世代の担い⼿創出）

（図）英彦⼭宿坊ホテル事業の⽬的と⼿段

分散型宿坊
ホテルの実現

本 事 業 は 、 ⽼ 朽 化 が 進 み 活 ⽤ さ れ て い な い 英 彦 ⼭ 神 宮 の
参 道 沿 い の 宿 坊 を ⾯ 的 に 再 ⽣ し 、 ⼤ 峰 ⼭ 、 出 ⽻ 三 ⼭ と 並
ぶ 「 ⽇ 本 三 ⼤ 修 験 道 場 」 に 位 置 付 け ら れ る 英 彦 ⼭ の 修 験
道 の ⽂ 化 を 再 興 す る こ と を ⽬ 的 と す る 。

「 宿 坊 に 泊 ま る 体 験 」 を 基 軸 と し て 、 英 彦 ⼭ に 存 在 す る
歴 史 ・ ⽂ 化 ・ ⾃ 然 と い っ た 地 域 資 源 と ⼀ 体 と な っ た 「 修
験 道 の ス ト ー リ ー 」 の 旅 を 訴 求 す る こ と に よ り 、 ⼀ 過 性
の ⼈ 気 観 光 地 で は な く 、 修 験 道 や ⾃ 然 崇 拝 の 歴 史 ・ ⽂ 化
に 共 感 し 、 マ イ ン ド フ ル ネ ス の 価 値 を ⾒ 出 し て 来 訪 す る
質 の ⾼ い 旅 ⾏ 者 に 認 知 さ れ る エ リ ア を 形 成 し 、 イ ン バ ウ
ン ド の 富 裕 層 に も 評 価 さ れ る ⾼ 付 加 価 値 の 旅 ⾏ 商 品 造 成
を 実 現 す る 。

そ れ ら を ⾼ 付 加 価 値 化 し 、 活 ⽤ す る こ と で 観 光 を 通 じ た
産 業 振 興 に よ り ⾨ 前 町 全 体 の 活 性 化 に つ な げ て い く こ と
が で き る と 考 え ら れ る 。

歴史的資源を活⽤した観光振興により

英彦⼭⾨前町の活性化と

英彦⼭の歴史⽂化を継承



英 彦 ⼭分 散 型宿坊 ホテル
事業 計画 書

地 域 の 観 光 の 課 題

通過型観光地となる英彦⼭
添 ⽥ 町 で は 、 近 年 、 町 独 ⾃ の 観 光 資 源 で あ る 歴 史 的 資 源 の ⽼ 朽 化 が 進 み 、 さ ら に 観 光 ス タ イ ル の 変 化 に よ る 来 訪 者
の 減 少 や 若 者 の 流 出 に よ り 、 観 光 産 業 を ⽀ え て き た 町 内 事 業 の 衰 退 が 加 速 し て い る 。 観 光 客 数 は 平 成 2 9 年 度 統 計
で 9 0 3 千 ⼈ に の ぼ る が 、 多 く が ⽇ 帰 り 旅 ⾏ と し て 訪 れ て い る 。 ま た 、 町 と し て ⼀ 体 感 が な く 、 案 内 機 能 や 発 信 ⼒ も
弱 い こ と か ら 、 町 の 魅 ⼒ が 伝 わ り に く く 、 ⽬ 的 地 化 さ れ て い な い こ と か ら 地 域 内 周 遊 に よ る 観 光 消 費 が ⽣ ま れ て い
な い 。 上 記 の こ と か ら 、 観 光 が 産 業 化 さ れ て お ら ず 、 地 域 に お ⾦ が 落 ち て い な い こ と が 課 題 と し て 挙 げ ら れ る 。
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地 域 の 資 源

国 史 跡 の ⽂ 化 財 で あ る 宿 坊
英 彦 ⼭ は 、 ⽇ 本 三 ⼤ 修 験 道 の 霊 ⼭ で あ
り 、 江 ⼾ 最 盛 期 に は 三 千 を 超 え る ⼭ 伏
が 集 い 、 ⼋ 百 も の 宿 坊 が 軒 を 並 べ る ⾨
前 に 多 く の 参 詣 者 で 賑 わ っ た 。 明 治 の
修 験 道 廃 ⽌ 令 に よ り そ の 多 く は 失 わ れ
た が 、 参 道 沿 い に は 今 も 国 指 定 史 跡 内
で あ り な が ら 活 ⽤ 可 能 な 宿 坊 が 連 な り
残 る 。

英 彦 ⼭ 修 験 道 の 歴 史 ⽂ 化
英 彦 ⼭ 修 験 道 で 培 わ れ た 歴 史 ⽂ 化 資
源 は 希 少 性 が ⾼ く 、 宿 坊 で の 宿 泊 や
護 摩 焚 き や 峰 ⼊ り 修 ⾏ と い っ た ⼭ 伏
⽂ 化 を 今 に 伝 え る 体 験 は マ ー ケ ッ ト
に お い て 優 位 性 が ⾼ い 。

英 彦 ⼭ の ⾃ 然
遮 る も の の な い 3 6 0 度 の ⼤ パ ノ ラ マ が
広 が る 雄 ⼤ な ⼭ と 森 と 、 そ の ⾃ 然 景 観 。
春 の 桜 、 夏 の 新 緑 、 秋 の 紅 葉 、 冬 の 雪
の 花 と い っ た 四 季 折 々 に 楽 し め る ⾃ 然
や 、 英 彦 ⼭ 歳 時 記 は ⾼ 付 加 価 値 化 に よ
り イ ン バ ウ ン ド を 含 め た 旅 ⾏ 者 の 訴 求
が で き る と 思 わ れ る



事 業 概 要 ： 分 散 型 宿 坊 ホ テ ル の 開 発
本 事 業 で は 、 ⽼ 朽 化 が 進 み 活 ⽤ さ れ て い な い 英 彦 ⼭ 神 宮 の
参 道 沿 い の ６ つ の 宿 坊 （ ⽩ 梅 旅 館 、 了 乗 坊 、 増 了 坊 、 財 蔵
坊 、 浄 境 坊 、 正 応 坊 ） を 対 象 と し て ⾯ 的 に 再 ⽣ し 、 、 フ ロ
ン ト 、 3 棟 6 室 の 客 室 、 ダ イ ニ ン グ 、 物 販 を 有 す る 分 散 型 の
宿 坊 ホ テ ル の 開 発 を 計 画 す る 。

英彦⼭分散型宿坊ホテル
事業計画書



本 事 業 に よ る ア ウ ト カ ム ： 英 彦 ⼭ 域 内 の 好 循 環 創 出

本 事 業 で は 、 歴 史 的 資 源 を 活 ⽤ し た 観 光 ま ち づ く り を 通 し て 、 ⾼ 付 加
価 値 な 宿 泊 客 を 誘 客 す る 基 礎 と な る 宿 泊 施 設 と 体 験 を 分 散 型 ホ テ ル に
よ り 構 築 す る 。 そ の 結 果 、 地 域 の 魅 ⼒ の 基 礎 と な る ⽂ 化 財 や 景 観 が 保
全 さ れ 、 よ り 訴 求 ⼒ の 強 い 観 光 地 と な る と 同 時 に 、 滞 在 時 間 ・ 消 費 額
を 伸 ば し 、 域 内 の 様 々 な 産 業 へ の 波 及 、 経 済 発 展 へ の 寄 与 を 狙 う 。

分散型ホテルの
整備

歴史的資源を
修繕することで
地域の景観
が保全される

旅の目的となる
ホテルになることで
選ばれる地域に

滞在型観光によって
観光消費額が
向上する

まち自体が
ホテルになることで
まちなかに回遊性が

生まれる

まちに賑わいが生まれ
新たに商売する
人が増える

まちの空き家に
明かりが灯り
まちに活気が戻る

地域に雇用が
生まれる

分散型ホテルによる賑わいのサークルを⽣む
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本 事 業 に よ る ア ウ ト カ ム ： 関 係 ⼈ ⼝ の 増 加

本 事 業 を 通 し て 、 観 光 を ⼊ り ⼝ と し て 、 来 訪 機 会 を ⽣ み 、 地 域 の 魅 ⼒ に 触 れ る こ と で 、 多 く の ⼈ に 添 ⽥
町 ・ 英 彦 ⼭ を 知 っ て も ら い 、 地 域 と 様 々 な 形 で 関 わ る ⼈ を 増 や す こ と で 、 修 験 道 を 始 め と す る 地 域 の ⽂
化 の 継 承 へ と つ な げ る 。

地域のファンを⽣み、⽂化継承の担い⼿を創出

英 彦 ⼭分 散 型宿坊 ホテル
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英 彦 ⼭ の コ ア バ リ ュ ー

⾃然との共⽣を体験し、

⽇本の精神性の原点に触れる場所
英 彦 ⼭ は そ の 歴 史 上 、 修 験 ⼭ と し て 多 く の ⼭ 伏 が ⼭ で 暮 ら し 、
⾃ 然 と 向 き 合 い 、 修 ⾏ を 積 ん で き た 場 所 で あ る 。 現 在 で は 修
験 道 と し て の 本 格 的 な 体 験 は で き な い も の の 、 英 彦 ⼭ 神 宮 か
ら 向 か う 上 宮 御 本 社 参 詣 道 や 峰 ⼊ な ど の 巡 礼 道 を 歩 け ば 英 彦
⼭ 修 験 道 の 歴 史 ⽂ 化 に 触 れ る こ と が で き る 。

英 彦 ⼭ の 歴 史 的 背 景 を 活 か し 、 現 代 的 な カ タ チ で 、 コ ン テ ン
ツ を 展 開 。 ⾃ 然 に 向 き 合 う こ と の で き る 体 験 と し て 、 初 ⼼ 者
向 け か ら 上 級 者 向 け に ⼭ 登 り を 推 進 。 英 彦 ⼭ が よ り 多 く の ⼈
に ⾃ 然 と 向 き 合 う 接 点 を つ く り 、 ⾃ 然 や ⾃ ⾝ に 向 き 合 う こ と
で 、 ⼼ の 豊 か さ を 感 じ る 機 会 を 提 供 す る 。
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本 事 業 で は 、 国 の 誘 客 戦 略 と し て も ⼒ を ⼊ れ ら れ て い る 『 ⾼
付 加 価 値 旅 ⾏ 者 』 （ 訪 ⽇ 旅 ⾏ 1 回 あ た り の 消 費 額 の う ち 、 航 空
便 等 の 代 ⾦ を 除 く 着 地 で の 消 費 額 合 計 が 1 0 0 万 円 以 上 の 層 ）
を タ ー ゲ ッ ト と し 、 そ れ ら の 層 を 受 け ⼊ れ ら れ る 施 設 と 体 験
の 整 備 、 及 び 地 域 の 受 け ⼊ れ 体 制 の 構 築 を ⽬ 指 す 。

⾼付加価値旅⾏者

タ ー ゲ ッ ト 層

英彦⼭分散型宿坊ホテル
事業計画書

⾼ 付 加 価 値 旅 ⾏ 者 の 誘 客 に よ り 、 宿 泊 単 価 ・ 域 内 消 費
額 を 向 上 す る こ と で 、 そ の シ ャ ワ ー 効 果 に よ り 地 域 に
受 け ⼊ れ ら れ る ⼊ れ 込 み 客 数 や 滞 在 ⽇ 数 の 裾 野 を 広 げ
る こ と が で き る 。 そ の た め 、 よ り 多 く の 地 域 の フ ァ ン
の 創 出 を ⽬ 的 と す る 本 事 業 で は 、 よ り ⾼ 単 価 な 顧 客 層
の 獲 得 を 狙 う 。

シ ャ ワ ー 効 果 に よ る 関 係 ⼈ ⼝ 増

（図）⾼付加価値旅⾏者によるシャワー効果 ※観光庁資料より



近 年 の 旅 ⾏ 者 の 価 値 観 は 、 物 質 的 な 価 値 よ り
も 精 神 的 な 価 値 や 、 ⾃ 然 ・ ⽂ 化 と の 深 い 触 れ
合 い の 志 向 へ と 変 化 し て き て い る 。

特 に ⾼ 付 加 価 値 旅 ⾏ 者 は 、 従 来 型 の 「 豪
華 」 、 「 権 ⼒ 」 、 「 富 」 い っ た キ ー ワ ー ド を
重 視 す る 傾 向 に あ る ク ラ シ ッ ク ラ グ ジ ュ ア
リ ー か ら 、 「 歴 史 」 、 「 ⽂ 化 」 、 「 本 物 」 、
「 体 験 」 と い っ た も の に 対 し て 価 値 を ⾒ 出 す
モ ダ ン ラ グ ジ ュ ア リ ー に ト レ ン ド が 移 ⾏ さ れ
て い る と ⾔ わ れ て お り 、 本 事 業 と の 親 和 性 が
⾮ 常 に ⾼ い と 考 え ら れ る 。

モダンラグジュアリー層

タ ー ゲ ッ ト 層 の 価 値 観

英 彦 ⼭分 散 型宿坊 ホテル
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本 物 の 体 験 を 追 求 す る

（図）⾼付加価値旅⾏者の価値観の変化 ※JNTO資料より



英 彦 ⼭ は 、 観 光 庁 が 提 唱 す る 『 ア ド ベ ン チ ャ ー ツ ー リ ズ ム 』 の 三 要
件 ： 「 そ の ⼟ 地 で あ り の ま ま の 本 物 の ⽂ 化 体 験 」 「 ⼈ ⾥ 離 れ た ⾃ 然
を 感 じ ら れ る 場 所 」 「 ⼿ つ か ず の ⾃ 然 を 体 感 す る 活 動 」 に あ て は ま
る と 考 え ら れ 、 そ の 嗜 好 性 を 持 つ 「 ア ド ベ ン チ ャ ー ツ ー リ ス ト 」 を
タ ー ゲ ッ ト ペ ル ソ ナ と す る 。

アドベンチャーツーリスト

< ア ド ベ ン チ ャ ー ツ ー リ ス ト の 特 徴 >

・ 高 学 歴 • 高 所 得

・ 知 的 好 奇 心 が 旺 盛

・ 他 の 人 が あ ま り 行 っ た こ と の な い 場 所 に

行 き た い と 考 え る

・ 長 期 滞 在 を 好 む （ 例 : 1 週 間 以 上 ）

< 旅 行 コ ン テ ン ツ へ の 嗜 好 性 >

パ タ ー ン ①

「 そ の 国 の 文 化 や 歴 史 を 味 わ い つ つ ア ク テ ィ ビ テ ィ を 楽 し み た い 層 」

「 未 知 の 文 化 や 自 然 を 知 的 好 奇 心 か ら 紐 解 き た い 」

パ タ ー ン ②

「 ど の 国 を 訪 れ て も ハ ー ド な ア ク テ ィ ビ テ ィ を 楽 し み た い 層 」

「 自 分 の 限 界 に 挑 戦 し た い 」

自然

文化
体験

アク
ティビ
ティ

タ ー ゲ ッ ト 層 の ペ ル ソ ナ
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（ 参 考 ） ア ド ベ ン チ ャ ー ツ ー リ ズ ム 市 場 の 拡 ⼤

A L L L I E D M A R K E T  R E S E A R C H 社 レ ポ ー ト （ 2 0 1 9

年 9 ⽉ 出 版 ） で は 、 ア ド ベ ン チ ャ ー ツ ー リ ズ ム の グ ロ ー バ ル 市 場 は 、
消 費 者 ト レ ン ド と 推 進 団 体 の 活 動 に よ っ て 牽 引 さ れ 、 今 後 も 規 模 が
急 速 に 拡 ⼤ す る こ と が ⾒ 込 ま れ て い る 。

● 旅 行 へ の 期 待 値 の 変 化
モ ノ の 所 有 で は 得 ら れ な い 体 験 や 経 験
を 獲 得 す る コ ト 消 費 へ と ニ ー ズ が 移 行

● 自 然 回 帰 の ト レ ン ド
様 々 な 分 野 で の デ ジ タ ル 化 や 世 界 的
な 感 染 症 の 流 行 等 を 背 景 に 、 「 自 然 と
触 れ 合 い た い 」 と い う ニ ー ズ が 増 加

● サ ス テ ナ ブ ル な 意 識 の 高 ま り
商 品 を 購 入 す る 際 、 よ り サ ス テ ナ ブ ル
な も の を 選 択 す る 意 識 の 高 ま り

＜ グ ロ ー バ ル 市 場 拡 ⼤ の 主 な 要 因 ＞

● 推 進 団 体 の 積 極 的 活 動
グ ロ ー バ ル な 業 界 団 体 が 設 立 さ れ 、 事
業 関 係 者 へ の 積 極 的 な 関 与 を 実 施

● 政 府 観 光 局 の  積 極 的 介 入
各 国 の 政 府 観 光 局 が 、 積 極 的 に 推 進
団 体 を 補 助 、 協 働 す る こ と で 自 国 の ア
ド ベ ン チ ャ ー ツ ー リ ズ ム を 活 性 化（図）アドベンチャーツーリズムのグローバル市場規模予測

※観光庁資料より抜粋
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コ ン セ プ ト ： 分 散 型 ホ テ ル が 提 供 す る 旅 体 験
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英彦⼭修験道の歴史的資源にふれる事で、⾃⾝のルーツを考える

K E Y  C O N C E P T

コ ン セ プ ト の ⽅ 向 性

添 ⽥ 町 の シ ン ボ ル で あ る 霊 ⼭ ・ 英 彦 ⼭ 。 ⽇ 本
三 ⼤ 修 験 ⼭ と し て 知 ら れ て い る も の の 、 残 念
な が ら 現 在 は か つ て の 賑 わ い を 失 っ て い る 。

し か し 、 そ の 歴 史 的 背 景 は 英 彦 ⼭ 全 体 に ⾊ 濃
く 残 っ て お り 、 元 の 修 験 道 か ら コ ン セ プ ト を
考 え て い く こ と で 、 キ ー と な る ⽅ 向 性 が ⾒ え

て く る 。



コ ン セ プ ト に よ る 旅 の ⾼ 付 加 価 値 化

英彦⼭分散型宿坊ホテル
事業計画書

「 体 験 」 の ⾼ 付 加 価 値 化 「 滞 在 空 間 」 の ⾼ 付 加 価 値 化 「 ⾷ 」 の ⾼ 付 加 価 値 化

キ ー コ ン セ プ ト を ベ ー ス に 旅 の 三 要 素 で あ る 「 滞 在 空
間 」 「 体 験 」 「 ⾷ 」 を タ ー ゲ ッ ト 層 の 需 要 を 喚 起 し 、 満
⾜ 度 を ⽣ む ⾼ 付 加 価 値 化 を お こ な う こ と で 英 彦 ⼭ を 旅 の
⽬ 的 地 と し て 磨 き 上 げ 、 宿 坊 ホ テ ル へ の ⾼ 単 価 ・ ⾼ 稼 働
を 実 現 す る 。

K E Y  C O N C E P T



「 体 験 」 の ⾼ 付 加 価 値 化

英彦⼭分散型宿坊ホテル
事業計画書

ま ち に 溶 け 込 み 、 歴 史 と ⽂ 化 に 精 通 す る コ ン シ ェ ル ジ ュ
が 顧 客 ⼀ ⼈ ひ と り の 好 み や 要 望 に 合 わ せ て 、 宿 坊 で の 宿
泊 を 拠 点 と し て 、 地 域 の ス ポ ッ ト や コ ン テ ン ツ を 組 み 合
わ せ て 、 オ ー ダ ー メ イ ド で ⼀ つ の 旅 を 紡 ぎ 出 す 。

個 別 化 し た 英 彦 ⼭ で の 滞 在 を 提 案 す る こ と で 、 た だ 宿 坊
に 泊 ま る 以 上 に 、 こ こ で し か 味 わ え な い 過 ご し ⽅ や 、 新
た な 気 づ き に 出 会 え る よ う な 「 意 味 」 の あ る 時 間 を 提 供
す る 。

コンシェルジュによる個別化

知的好奇⼼ リラックス

修 験 道 の 本 物 の

修 ⾏ 体 験

神 職 や 学 芸 員 な ど か ら

歴 史 と ⽂ 化 を 知 る 体 験

四 季 に あ わ せ た ト レ ッ キ ン グ な ど

⾃ 然 と 触 れ 合 う 体 験

瞑 想 的 に 滞 在 し 、

⾃ ⾝ と 向 き 合 う 体 験



英彦⼭分散型宿坊ホテル
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修 験 道 の 修 ⾏ を 通 し て 、 ⾃ ⼰ ⾰ 新 を 起 こ し た い 顧 客 に 対
し て は 、 英 彦 ⼭ 神 宮 と の 連 携 の も と 、 中 ⻑ 期 の 修 ⾏ 体 験
を 提 供 す る 。

滞在提案例：修験道の本物の修⾏体験

「 断 絶 」

修 ⾏ に 備 え て ⽇ 常 の 世 界 か ら 切 り 離 さ れ る
機 会 。 英 彦 ⼭ 神 宮 で ⾃ 分 の 内 な る ⾃ 分 と つ
な が る 、

1 - 2  ⽇ ⽬

3 - 4 ⽇ ⽬

5 - 6 ⽇ ⽬

「 ⼭ 伏 修 ⾏ 」

修 験 者 の 指 導 の も と 、 ⼭ 中 に ⼊ り 、 ⼭ 伏 修
⾏ に 没 頭 す る 。

「 再 会 」

最 後 の 2 ⽇ 間 は 、 英 彦 ⼭ で の ⼭ 伏 を ベ ー ス に
し た ア ク テ ィ ビ テ ィ を 通 じ て 、 ⾃ 分 を ⾒ つ
め 直 し 、 新 た な ⽇ 常 ⽣ 活 と 再 会 す る 。

「 体 験 」 の ⾼ 付 加 価 値 化
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財 蔵 坊

福 岡 県 指 定 ⽂ 化 財 の ⼭ 伏 坊 舎 で あ り 、
1 9 世 紀 後 期 よ り ほ ぼ 全 景 を と ど め
て い る 貴 重 な 建 造 物 を 、 フ ロ ン ト ・
ラ ウ ン ジ と し て 活 ⽤ 。

増 了 坊

英 彦 ⼭ 御 三 家 と 伝 わ る ⼤ 先 達 坊 家 で あ
り 、 佐 賀 藩 鍋 島 家 の 参 詣 定 宿 。 3 0 0
年 以 上 前 の ⽯ 灯 籠 を 有 す る 広 さ 約
2 , 0 0 0 平 ⽶ の 敷 地 に 建 つ 建 造 物 を ⼀ 棟
貸 し 切 り の 客 室 と し て 活 ⽤ 。

浄 鏡 坊

英 彦 ⼭ 座 主 家 で あ る 「 ⾼ 千 穂 家 」 が 明
治 7 年 よ り 居 を 構 え て き た 宿 坊 。 ⼆ 棟
の ⾨ を 構 え 、 客 殿 、 広 間 、 住 居 か ら な
る 格 の ⾼ い 建 造 物 を ⼀ 棟 貸 し 切 り の 客
室 と し て 活 ⽤ 。

「 滞 在 空 間 」 の ⾼ 付 加 価 値 化

ストーリーのある貴重な⽂化財を活⽤

英 彦 ⼭ 座 主 家 の 居佐 賀 藩 鍋 島 家 の 「 殿 様 の 宿 」県 指 定 ⺠ 俗 ⽂ 化 財 の ラ ウ ン ジ

国 指 定 史 跡 に 位 置 し て い る こ と に 加 え て 、 英 彦 ⼭ の 歴 史 上 、
重 要 な 位 置 を 占 め て き た ス ト ー リ ー を 持 つ ⽂ 化 財 の 宿 坊 を ⾒
る だ け で な く 、 泊 ま り 過 ご す こ と が で き る 。



英彦⼭分散型宿坊ホテル
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建 物 が 持 つ 価 値 を 極 ⼒ 残 し て 改 修 ・ リ ノ ベ ー ト し 、
新 旧 の デ ザ イ ン が ミ ッ ク ス さ れ た モ ダ ン で 、 利 便 性
を 付 加 し た 建 物 へ と ⽣ ま れ 変 わ ら せ る こ と で 、 ⾼ 付
加 価 値 を ⽣ み 出 す 。 ま た 、 各 建 物 の 意 匠 と ス ト ー
リ ー を 尊 重 す る こ と で 、 同 じ 客 室 が ⼀ つ も な い 唯 ⼀
無 ⼆ な 客 室 を つ く り だ す 。

歴史を尊重しながらも、

現代の快適性を追求した客室改修

BEFORE AFTER

（図）客室改修例（NIPPONIA HOTEL ⼤洲 城下町）

「 滞 在 空 間 」 の ⾼ 付 加 価 値 化
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英 彦 ⼭ の 修 験 道 の 歴 史 や ⽂ 化 、 添 ⽥ 町 の プ レ ゼ ン テ ー
シ ョ ン を 受 け 、 本 質 的 な 価 値 を 体 感 す る マ イ ン ド セ ッ ト
を つ く る 。 囲 炉 裏 を 囲 ん で ⼼ を 休 め る 。 囲 炉 裏 を 囲 ん で
『 い ろ り B A R 』 や ラ ウ ン ジ と し て 利 ⽤ す る 。

財 蔵 坊 を ラ ウ ン ジ と し て 活 ⽤ す る な ど

共 ⽤ 空 間 の 充 実 化 を図る

「 滞 在 空 間 」 の ⾼ 付 加 価 値 化

（図）ラウンジ空間例（間⼈温泉 炭平）

（図）ラウンジ空間例（NIPPONIA HOTEL ⼤洲 城下町）



⾷ 体 験 の ⾼ 付 加 価 値 化
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タ ー ゲ ッ ト と な る ⾼ 付 加 価 値 旅 ⾏ 者 は 、 ⾷ 材 や
そ の 調 理 法 の ス ト ー リ ー 、 環 境 へ の 低 負 荷 、
オ ー ガ ニ ッ ク 、 ロ ー カ ル で し か ⾷ べ ら れ な い も
の な ど 、 ⾷ の 美 味 し さ を 前 提 と し て 、 ⾷ べ る こ
と に 意 味 を ⾒ 出 す 顧 客 層 で あ る 、

し た が っ て 、 提 供 す る 料 理 は キ ー コ ン セ プ ト を
活 か し 、 そ の 背 景 と な る 修 験 道 か ら 、 ⾃ 然 の も
の ・ 体 に 良 い も の ・ 必 要 な 分 だ け ⼭ か ら い た だ
く こ と を 前 提 に 、 精 進 料 理 を 現 代 的 に 解 釈 し た
フ ー ド メ ニ ュ ー を 提 供 し 、 ⾷ 材 は 英 彦 ⼭ で と れ
た 野 菜 や ⼭ の も の な ど 徹 底 し た 地 産 地 消 を 追 求 。

ま た 、 レ ス ト ラ ン は ホ テ ル 利 ⽤ 客 の み で は な く 、
観 光 で お 越 し の ⽅ 々 に も ⾷ の 提 供 が で き る よ う
開 放 す る 。

英彦⼭だからこそ、

⾷べる意味のある料理を提供

K E Y  C O N C E P T



２．英彦山宿坊ホテルのスケジュールについて



年

月 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

基幹
工程

令和５年度　（2023年～2024年） 令和６年度　（2024年～2025年） 令和７年度　（2025年～2026年） 令和８年度　（2026年～2027年）

プロジェクト
工程

（7/12）（

事業計画の策定

宿坊ホテルの実現に向けたスケジュール

事業計画の策定・SPCの設立案

地域セミナー

SPC設立・事業資金の確保・物件の契約・基本設計

物件の実施設計

改修工事

検討委員会で協議

SPC設立

建物等現況調査

物件の確約・契約

宿坊基本設計（計画・法チェック）

仕様作成・入札

宿坊実施設計（監修）

設計費資金調達（融資・補助金）
プロマネ予算化

プロマネ就任

SPC出資

宿坊改修工事（施工監理）

連携協定・法人化協議

工事費資金調達（融資・補助金）

仕様作成・入札

高付加価値コンテンツの開発・インバウンド等の受入体制の構築 特産品開発など収益確保・ＤＭＯ等の検討 英彦山のマネジメント・ＤＭＯ等の設立



３．英彦山宿坊ホテルの実施体制について



英彦山分散型宿坊ホテル
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ＳＰＣの組成

分散型宿坊ホテルの事業主体として、エリアの文化財や物件を開発する不動産活用会社となるＳＰＣ（特別
目的会社）を組成する。添田町、英彦山神宮、地域金融機関などの官民金の連携により法人を設立し、観光
まちづくりのエンジンとなる事業の構築を行う。

不動産活⽤会社
（SPC）

物件の
改修・賃貸・管理

物件所有者

DMO・DMC

事業者

顧客
（観光客・参拝者）

⾦融機関 添⽥町 国

添⽥町 英彦山神宮 地域⾦融機関

DMO組成、制度構築
地域調整、計画策定
産業振興支援

物件提供・調整
修験道体験監修
コンテンツ提供

ファイナンス支援
経営支援
事業者紹介

出資

賃料・買取費⽤

借り受け
買い取り

人材支援

賃料

貸与

PR・物販

ｺﾝﾃﾝﾂ提供

料金

サービス提供

融資 補助



D M O 組 成 の 必 要 性

S P C は ⽂ 化 財 や 歴 史 的 建 造
物 と い っ た 地 域 の 不 動 産 資 産
を と し て 機 能 し 、 そ の 収 益 化
や 経 済 活 動 の 主 体 は 、 運 営 事
業 者 及 び 地 域 事 業 者 が 担 う 。
そ れ ら 主 体 を P R や 集 客 、 コ
ン テ ン ツ 開 発 ・ 提 供 の ⽀ 援 を
バ ッ ク ア ッ プ し 、 経 済 活 動 が
う ま く 回 る た め の エ ン ジ ン と
な る D M O の 組 成 を 進 め る 。

経済活動のエン ジ ン

英彦⼭分散型宿坊ホテル
事業計画書

DMO



４．英彦山宿坊ホテル推進員の活動内容について



業務① 英彦山宿坊ホテル事業の推進

【内容】
参道の坊舎を活用した分散型の宿坊ホテル事業について実施体制の確立と事業化の推進。

【活動】
・事業化と実施体制の設立にむけた各種支援

【目標】１年目
● 関係者間を調整し、事業推進にむけた連携協定の締結。
● 法人化にむけ出資者の調整を行い、実施主体となるＳＰＣの設立。
● 宿坊ホテルの成立にむけた、建物の現状調査などの実施。
● 設計業務の実施にむけた、融資や補助金などの資金調達の支援。

【目標】 ２年目
● 宿坊ホテルの施工にむけた、設計業務の支援。
● 施工業務の実施にむけた、融資や補助金など資金調達の支援。

【目標】 ３年目
● 宿坊ホテルの開業にむけた、施工業務の支援



業務② 英彦山観光のマネジメント業務

【内容】
地域が一体となってインバウンド等の来訪者を呼び込み、体験コンテンツなどのサービスを
提供していくための仕組みの構築。

【活動】
・マーケティング、プロモーション
・観光コンテンツ開発、インバウンド対策
・その他（ＤＭＯ等の検討）

【目標】１年目
● 英彦山の独自性を活かしたコンテンツの開発。
● インバウンドなど高付加価値旅行者の受入体制の構築。

【目標】２年目
● 特産品開発などの収益確保、ＤＭＯ等の検討。

【目標】３年目
● 英彦山観光のマネジメント・ＤＭＯ等の確立。
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